
２０２５年度（令和７年度）地域まちづくり推進事業報告書 

山手学区まちづくり推進委員会 委員長 藤井 昌光 

  (問合せ先) ０８４－９５１－９３８１（山手交流館） 

事業内容 

（１）高齢者の福祉と健康増進事業  いきいきサロン（通年 山手交流館 ３３８人） 

（２）こ ど も の 未 来 応 援 事 業 こども文庫（通年 山手小学校 ３２３人） 

 ブックプレゼント（通年 学区内 １９世帯） 

（３）ふ れ あ い 交 流 事 業 夏まつり大会（８月２日 山手小学校 １３００人） 

 親睦グラウンドゴルフ大会（１１月２日 山手小学校 １０９人） 

 地域探検ウォークラリー（６月２９日 山手小学校体育館 １５８人） 

 教養講座（６～１２月 １０回 山手交流館 １４９人） 

（４）まちづくり先進地視察研修事業 （９月２８日 広島平和記念資料館ほか ４９人） 

（５）コ ミ ュ ニ テ ィ 育 成 事 業 コミュニティおよび維持管理（通年 学区内１０町内会） 

 世代間交流事業 小田東町内会（１２月１４日 山手交流館 ３９人） 

） 世代間交流事業 城西町内会（５～２月 ４回 城西集会所 ４８人） 

（６）地域の環境づくり活動事業 （通年 山手学区全体 全世帯） 

（７）防 災 ・ 安 全 事 業 山手学区総合防災訓練（１１月２３日 山手小学校 ２６１人） 

（８）第 42回城西校区人権学習講座 第１講座（１０月３１日 山手コミュニティセンター体育室 １０９人） 

 第２講座（１１月２８日 泉小学校体育館 ９３人） 

（９）まちづくり推進委員会運営事業 （通年 山手交流館ほか ２８２人） 

 

 

 

 

 

成 果 

・小中学生にボランティアをしてもらうなどしてこどもたちが地域コミュニティに関心を持つことができた。 

・これまで地域で活躍していなかった若い世代が地域で活躍する達成感が得られた。 

 

課 題  

・町内会未加入世帯が増加傾向にあり、各事業への参加呼びかけが困難なものがあった。 

・事業の準備などで、初めて参加する人が自分の役割が具体的に分からず困る場面があった。 

 

課題解決にむけて  

・町内会加入促進とともに、回覧板以外でも事業のお知らせができないか検討する。 

・スムーズな事業運営ができるよう当日の役割確認を徹底する。 

  

教養講座『冬休み交流会』 

中学生に運営してもらい、小学生と

の交流会でモルックをしました。 

参加した生徒は「小さい子が好きで

将来の仕事に役立つと思って参加し

ました。」と言っていました。 

『山手学区総合防災訓練』 

小学生が授業で学習し作成した防

災グッズを展示。避難してきた地

域の方へ説明もしてくれました。 

避難訓練参加者３００足分の新聞

紙スリッパも作ってくれました。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                     

 

 

  

 

                    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
教えて！昔の遊び 

ふれあい交流事業『地域探検ウォークラリー』 

  

 

 

地域の介護福祉施設へ訪問し 

施設利用者と交流♡ 

クイズのチェックポイント 

Q．すべり台の色は？！ 

地元企業の発泡スチロールを切る道具を体験 

工作で作ったさかなで 

さかなつり♬ 

大盛況でした～！！ 

地域のおとなと昔の遊びで交流  凄い～！じょうず、じょうず！ 

～地域のこどもとおとなのつながりづくり～ 

 

 


